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気
弱
な
教
師
が
、
勉
強
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ヤ
ク

ザ
の
家
庭
教
師
に
な
り
、
い
じ
め
問
題
に
立
ち
向
か

う
話 

               

ヤ
ク
ザ
ヘ
ッ
ド 

 

（
１
５
分
） 

               

大
岡
俊
彦 

 

原
案
・
ほ
ら 
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登
場
人
物
表 

  
公
男
（
３
０
） 

 
 

ひ
弱
で
気
弱
な
数
学
教
師
。 

 

虎
（
３
５
） 

 
 

 

ガ
タ
イ
の
で
か
い
ヤ
ク
ザ
。 

   

ア
キ
ラ
（
１
７
） 

 
金
髪
ヤ
ン
キ
ー
の
問
題
児
。 

 

い
じ
め
ら
れ
っ
子 

虎
の
事
務
所
の
若
衆 

ア
キ
ラ
の
継
母 

虎
の
思
い
人
（
写
真
の
み
） 
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○
南
高
校
、
外
観 

 

○
同
、
教
室 

  
 

 
数
学
教
師
、
公
男
（
３
０
）
が
授
業
中
。 

公
男 
「
こ
の
式
を
因
数
分
解
し
て
お
く
と
、
計
算 

が
簡
単
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
…
」 

 
 

 

授
業
は
誰
も
真
面
目
に
聞
い
て
い
な
い
。 

 
 

 

後
ろ
の
席
の
金
髪
ヤ
ン
キ
ー
、
ア
キ
ラ
（
１ 

 
 

 

７
）
が
前
の
席
の
い
じ
め
ら
れ
っ
子
の
背
中 

 
 

 

を
鉛
筆
で
刺
す
。 

痛
が
る
が
声
を
出
さ
な
い
。 

ア
キ
ラ
「
早
く
大
声
出
せ
よ
」 

 
 

 

何
度
も
刺
す
が
、
い
じ
め
ら
れ
っ
子
は
耐
え 

 
 

 

て
い
る
。
公
男
、
そ
れ
に
気
づ
く
。 

 
 

 

ア
キ
ラ
、
睨
む
。 

 
 

 

公
男
、
び
び
っ
て
授
業
を
続
け
る
。 

 
 

 

チ
ャ
イ
ム
。 

日
直 

「
起
立
、
礼
」 

 
 

 

い
じ
め
ら
れ
っ
子
、
助
け
を
求
め
る
目
。 

公
男 

「
…
」 

 
 

 

何
も
出
来
ず
に
教
室
を
出
て
い
く
。 

 

○
ヤ
ク
ザ
の
車
の
中 

  
 

 

運
転
す
る
若
手
。
助
手
席
の
ヤ
ク
ザ
、
虎 

 
 

 

（
３
５
）
は
、
何
故
か
算
数
ド
リ
ル
を
勉
強 

 
 

 

し
て
い
る
。 

虎 
 

「
あ
あ
ー
ち
っ
き
し
ょ
う
！ 

何
で
算
数
は 

 

こ
ん
な
に
難
し
い
ん
だ
よ
お
お
お
！
」 

若
手 

「
ち
ょ
、
煙
草
買
っ
て
来
ま
す
」 

 
 

 

道
の
真
ん
中
で
、
何
も
考
え
ず
停
車
。 

 
 

 

後
続
車
、
急
ブ
レ
ー
キ
を
踏
む
が
追
突
。 

 
 

 

そ
の
衝
撃
で
、
虎
は
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
に
石 

 
 

 

頭
を
強
打
（
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
し
て
い
な
い
）
。 

 
 

 

ビ
シ
リ
と
割
れ
る
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
。 

虎 
 

「
い
っ
っ
っ
て
え
え
え
え
な
コ
ラ
！
」 

 

○
路
上 
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そ
の
後
続
車
を
運
転
し
て
い
た
の
は
、
公
男 

 
 

 

だ
っ
た
。 

 
 

 

前
の
黒
塗
り
車
か
ら
、
ヤ
ク
ザ
の
虎
が
算
数 

 
 

 

ド
リ
ル
を
持
っ
た
ま
ま
怒
っ
て
出
て
来
た
。 

虎 
 

「
降
り
ろ
や
コ
ラ
！
」 

 
 

 
引
き
ず
り
出
さ
れ
、
胸
倉
を
つ
か
ま
れ
る
公 

 
 

 

男
。 

虎 
 

「
オ
レ
が
石
頭
だ
っ
た
か
ら
良
か
っ
た
も
の 

 

の
、
落
と
し
前
は
つ
け
て
く
れ
る
ん
だ
ろ
う
な
！
」 

公
男 

「
そ
、
そ
っ
ち
が
道
の
真
ん
中
で
急
に
停
ま 

 

る
か
ら
…
」 

虎 
 

「
ア
ア
ア
？
」 

 
 

 

公
男
、
恐
く
て
そ
れ
以
上
し
ゃ
べ
れ
な
い
。 

 
 

 

虎
、
公
男
の
車
の
助
手
席
の
教
科
書
（
数
学 

 
 

 

な
ど
）
を
見
る
。 

虎 
 

「
あ
？ 

な
ん
だ
オ
メ
エ
先
生
か
。
先
生
が 

 

不
祥
事
か
！
」 

公
男 

「
…
…
ハ
イ
…
教
師
で
す
…
」 

虎 
 

「
あ
り
ゃ
何
だ
？ 

算
数
か
！
」 

公
男 

「
…
…
数
学
で
す
…
」 

虎 
 

「
丁
度
良
か
っ
た
！ 

先
生
な
ら
こ
れ
分
ん 

 

だ
ろ
！
」 

 
 

 

と
、
算
数
ド
リ
ル
を
見
せ
る
。 

公
男 

「
？
」 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

 
 

 

ベ
ン
ツ
の
ボ
ン
ネ
ッ
ト
の
上
で
公
男
に
算
数 

 
 

 

を
教
え
ら
れ
、
問
題
を
解
い
た
虎
。 

虎 
 

「
な
る
ほ
ど
！ 

流
石
先
生
！ 

よ
く
分
っ 

 

た
ぜ
！
」 

公
男 

「
…
は
あ
」 

虎 
 

「
オ
レ
、
ど
う
し
て
も
勉
強
し
な
き
ゃ
い
け 

 

な
く
て
さ
！ 

家
庭
教
師
や
っ
て
く
ん
ね
え 

か
！
」 

公
男 

「
は
い
？
」 

 
 

 

虎
、
ジ
ロ
ジ
ロ
と
ひ
弱
そ
う
な
公
男
を
見
る
。 

虎 
 

「
見
た
所
ケ
ン
カ
弱
そ
う
だ
か
ら
よ
、
代
り 

 

に
ケ
ン
カ
教
え
る
っ
て
こ
と
で
ど
う
だ
？
」 

公
男 

「
そ
ん
な
の
、
い
い
で
す
」 

 
 

 

一
端
は
断
わ
る
公
男
。
し
か
し
思
い
直
す
。 

虎 
 

「
？
」 
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公
男 

「
…
ケ
ン
カ
習
っ
た
ら
、
自
信
が
つ
き
ま
す 

 

か
？
」 

 
○
虎
の
ヤ
ク
ザ
事
務
所
、
夜 

 

虎 
 

「
先
生
！ 

よ
く
来
て
く
れ
た
！
」 

 
 

 

お
ず
お
ず
と
事
務
所
に
入
っ
て
来
る
公
男
。 

 
 

 

ビ
シ
ッ
と
迎
え
る
若
衆
た
ち
。 

 
 

 

あ
ま
り
に
も
立
派
な
ヤ
ク
ザ
事
務
所
な
の 

 
 

 

で
、
び
び
る
公
男
。 

虎 
 

「
ま
あ
ま
あ
ま
あ
ま
あ
！
（
と
着
席
を
う
な 

 

が
す
）
」 

若
手 

「
お
茶
で
す
」 

公
男 

「
ど
、
ど
う
も
…
」 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

 
 

 

ド
リ
ル
を
終
え
た
虎
。 

虎 
 

「
流
石
本
職
！ 

教
え
方
う
め
え
な
！
」 

公
男 

「
こ
ん
な
熱
心
に
聞
い
て
く
れ
る
生
徒
も
中 

 

々
い
な
い
で
す
け
ど
」 

虎 
 

「
そ
う
か
？ 

オ
レ
っ
ち
は
よ
、
ど
う
し
て 

 

も
大
学
に
入
ん
な
き
ゃ
い
け
ね
え
ん
だ
」 

公
男 

「
？
」 

虎 
 

「
先
代
の
遺
言
で
よ
ォ
。
大
学
入
ら
な
い
と
、 

 

跡
目
は
継
げ
ね
え
ん
だ
よ
」 

公
男 

「
は
あ
」 

虎 
 

「
こ
れ
か
ら
は
ヤ
ク
ザ
も
イ
ン
テ
リ
の
時
代 

 

だ
っ
て
。
大
学
出
て
法
の
目
を
か
い
く
ぐ
ら
ね
え 

 

と
。
そ
れ
に
よ
、
プ
ロ
ポ
ー
ズ
し
て
え
人
が
い
る 

 

ん
だ
（
懐
の
写
真
を
見
せ
る
）
。
こ
の
組
の
ヘ
ッ
ド 

に
な
ら
ね
え
と
、
ケ
ジ
メ
が
つ
か
ね
え
」 

公
男 

「
…
は
あ
」 

虎 
 

「
よ
し
次
だ
！
」 

 
 

 

し
か
し
、
難
し
さ
に
イ
ラ
イ
ラ
す
る
虎
。 

虎 
 

「
な
ん
で
こ
ん
な
に
複
雑
な
ん
だ
よ
お
！
」 

 
 

 

拳
を
突
き
出
す
虎
、
そ
の
先
に
公
男
。 

 
 

 

ク
リ
ー
ン
ヒ
ッ
ト
し
、
倒
れ
る
公
男
。 

虎 
 

「
先
生
！ 

先
生
！
」 

 

○
翌
日
、
教
室 
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頬
に
湿
布
を
し
た
ま
ま
授
業
す
る
公
男
。 

 
 

 

背
後
で
は
ア
キ
ラ
が
い
じ
め
を
。 

 
○
夜
、
虎
の
事
務
所 

  
 

 
事
務
所
内
に
吊
る
さ
れ
た
サ
ン
ド
バ
ッ
グ
。 

虎 
 

「
構
え
は
こ
う
。
足
は
い
つ
で
も
自
由
に
動 

 

け
る
よ
う
に
。
拳
は
軽
く
、
殴
る
瞬
間
だ
け
ギ
ュ 

 

ッ
と
」 

 
 

 

虎
が
手
本
。
真
似
を
す
る
公
男
。 

 
 

 

物
凄
い
勢
い
で
パ
ン
チ
を
打
ち
込
む
虎
。 

 
 

 

ぺ
し
ょ
っ
と
殴
る
公
男
。 

虎 
 

「
悪
く
ね
え
。
で
も
相
手
は
動
く
」 

 
 

 

サ
ン
ド
バ
ッ
グ
を
大
き
く
揺
ら
す
虎
。 

 
 

 

タ
イ
ミ
ン
グ
を
取
れ
な
い
公
男
。
転
ぶ
。 

 
 

 

笑
う
虎
。 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

虎 
 

「
あ
あ
複
雑
ー
！
」 

 
 

 

勉
強
し
な
が
ら
拳
を
振
り
回
す
虎
。 

今
度
は
避
け
る
公
男
。 

 

○
お
で
ん
屋
台
で
飲
む
二
人 

 

虎 
 

「
し
か
し
何
で
算
数
は
あ
ん
な
に
複
雑
な
ん 

 

だ
よ
先
生
え
え
」 

公
男 

「
全
然
、
複
雑
じ
ゃ
な
い
よ
。
学
問
は
、
複 

 

雑
な
現
実
を
単
純
に
す
る
為
に
あ
る
ん
だ
」 

虎 
 

「
あ
あ
？
」 

公
男 

「
た
と
え
ば
音
楽
で
和
音
っ
て
あ
る
だ
ろ
」 

虎 
 

「
？
」 

公
男 

「
ド
ミ
ソ
の
和
音
と
か
。
三
つ
の
音
を
同
時 

 

に
出
す
と
、
響
き
が
綺
麗
な
の
が
あ
る
。
で
も
好 

 

き
な
音
を
三
つ
デ
タ
ラ
メ
に
や
っ
て
も
汚
く
て
、 

 

特
定
の
音
の
組
み
合
わ
せ
だ
け
、
響
き
が
良
く
な 

 

る
ん
だ
」 

虎 
 

「
な
ん
で
だ
？
」 

公
男 

「
割
算
や
っ
て
る
だ
ろ
」 

虎 
 

「
あ
あ
」 

公
男 

「
音
は
数
字
に
対
応
し
て
る
。
三
つ
の
音
が 

 

割
り
切
れ
る
時
だ
け
、
和
音
に
な
る
。
そ
れ
以
外 
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は
汚
い
ん
だ
」 

虎 
 

「
ま
じ
で
か
！
」 

公
男 

「
こ
れ
は
、
二
千
年
前
、
ギ
リ
シ
ャ
時
代
に 

 
分
っ
て
た
こ
と
」 

虎 
 

「
ま
じ
で
か
！
」 

公
男 
「
現
実
は
と
て
も
複
雑
だ
。
け
ど
、
時
々
シ 

 

ン
プ
ル
に
な
る
。
数
学
や
学
問
は
、
現
実
を
シ
ン 

 

プ
ル
に
す
る
為
に
あ
る
ん
だ
」 

虎 
 

「
ま
じ
で
か
！
」 

公
男 

「
…
ぼ
く
に
は
、
ケ
ン
カ
の
方
が
複
雑
だ
け 

 

ど
ね
」 

虎 
 

「
（
一
杯
飲
ん
で
）
ケ
ン
カ
に
も
あ
る
ぜ
。
シ 

ン
プ
ル
に
す
る
や
つ
」 

公
男 

「
？
」 

 
 

 

虎
、
お
で
ん
屋
台
の
柱
に
頭
突
き
。 

 
 

 

ガ
ン
ッ
て
す
ご
い
音
。 

公
男 

「
…
痛
く
な
い
の
？
」 

虎 
 

「
痛
え
よ
。
で
も
な
、
自
分
の
一
番
大
事
な 

 

所
を
、
相
手
の
一
番
大
事
な
所
に
ぶ
つ
け
る
ん
だ
。 

 

大
事
な
所
が
強
え
方
が
勝
つ
。
シ
ン
プ
ル
だ
ろ
？
」 

公
男 

「
…
…
そ
れ
、
教
え
て
」 

 

○
事
務
所
で
頭
突
き
の
特
訓
を
す
る
二
人 

 

○
校
舎
裏 

  
 

 

公
男
に
呼
び
出
さ
れ
た
ア
キ
ラ
。 

ア
キ
ラ
「
何
だ
よ
」 

公
男 

「
…
一
番
大
事
な
所
か
ら
、
言
う
。
…
い
じ 

 

め
を
、
や
め
ろ
」 

ア
キ
ラ
「
ハ
ア
？
（
拳
を
振
り
上
げ
る
）
」 

公
男 

「
（
ビ
ク
ッ
と
ビ
ビ
る
）
…
い
じ
め
を
、
や 

 

め
ろ
！ 

お
前
は
算
数
か
ら
分
っ
て
な
い
か
ら 

 

暇
な
ん
だ
！ 

だ
か
ら
い
じ
め
を
す
る
ん
だ
！ 

 

 

ぼ
く
が
家
庭
教
師
す
る
か
ら
、
い
じ
め
を
、
や
め 

 

ろ
！
」 

ア
キ
ラ
「
ハ
ア
？
」 

 
 

 

ア
キ
ラ
、
公
男
を
蹴
る
。 

 
 

 

公
男
、
頭
突
き
し
よ
う
と
す
る
が
外
す
。 

 
 

 

ア
キ
ラ
、
殴
る
。
倒
れ
た
公
男
を
蹴
り
ま
く 
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る
。 

 

○
虎
の
事
務
所
、
夜 

  
 

 
包
帯
を
巻
い
た
公
男
。
顔
中
腫
れ
て
い
る
。 

虎 
 

「
…
な
っ
さ
け
ね
え
な
あ
」 

公
男 

「
…
防
御
を
、
習
っ
て
な
か
っ
た
。
教
え
て 

 

く
れ
」 

虎 
 

「
そ
ん
な
糞
ガ
キ
ほ
っ
と
け
よ
。
ど
う
で
も 

 

い
い
だ
ろ
」 

公
男 

「
ど
う
で
も
良
く
な
い
。
ア
キ
ラ
は
家
庭
が 

 

複
雑
な
ん
だ
。
父
親
が
再
婚
し
て
、
継
母
と
暮
ら 

 

し
て
る
。
だ
か
ら
家
に
帰
ら
な
く
て
、
変
な
奴
ら 

 

と
つ
る
ん
で
る
ん
だ
」 

虎 
 

「
…
複
雑
だ
な
」 

公
男 

「
そ
う
な
ん
だ
。
…
現
実
の
方
が
、
数
学
よ 

 

り
よ
っ
ぽ
ど
複
雑
な
ん
だ
」 

虎 
 

「
（
立
ち
上
が
っ
て
）
構
え
ろ
。
こ
う
来
た
ら 

 

こ
う
よ
け
る
ん
だ
」 

 

○
特
訓
す
る
二
人 

 

○
河
原 

  
 

 

ア
キ
ラ
、
公
男
、
虎
。 

ア
キ
ラ
「
な
ん
だ
よ
ヤ
ク
ザ
連
れ
て
来
て
！ 

復
讐 

 

か
よ
！
」 

虎 
 

「
俺
は
立
会
人
だ
。
手
は
出
さ
ん
」 

ア
キ
ラ
「
馬
鹿
馬
鹿
し
い
！
」 

 
 

 

帰
ろ
う
と
す
る
。 

 
 

 

虎
、
銃
で
足
元
を
撃
つ
。 

 
 

 

ビ
ビ
る
ア
キ
ラ
と
公
男
。 

虎 
 

「
男
が
男
と
話
そ
う
と
し
て
ん
だ
。
聞
い
て 

 

や
れ
」 

ア
キ
ラ
「
…
」 

公
男 

「
…
あ
の
さ
、
複
雑
な
家
庭
事
情
は
分
る
。 

 

で
も
な
、
シ
ン
プ
ル
に
、『
か
あ
ち
ゃ
ん
』
っ
て
呼 

 

べ
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
？
」 

ア
キ
ラ
「
ハ
ア
？
」 

公
男 

「
そ
れ
で
、
い
じ
め
も
や
め
て
く
れ
」 
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ア
キ
ラ
「
ア
ホ
か
！
」 

 
 

 

殴
り
か
か
る
ア
キ
ラ
。
全
部
よ
け
る
公
男
。 

虎 
 

「
い
い
ぞ
先
生
！ 

そ
こ
だ
！
」 

 
 

 

練
習
通
り
懐
に
入
る
。 

公
男 
「
う
あ
あ
あ
あ
あ
！
」 

 
 

 
ゴ
ン
ッ
。
渾
身
の
頭
突
き
一
発
。 

 
 

 

ダ
ウ
ン
す
る
ア
キ
ラ
。 

 
 

 

額
か
ら
血
を
流
す
公
男
。 

公
男 

「
い
て
え
。
い
て
え
。
…
い
て
え
」 

虎 
 

「
わ
は
は
は
。
勝
っ
た
な
、
先
生
！
」 

 
 

 

ア
キ
ラ
、
地
を
這
い
つ
く
ば
り
、
公
男
を
見 

 
 

 

る
。 

公
男 

「
（
頭
を
押
さ
え
な
が
ら
）
頭
は
…
シ
ン
プ 

 

ル
に
す
る
為
に
使
う
ん
だ
！
」 

ア
キ
ラ
「
…
」 

公
男 

「
あ
と
…
い
じ
め
て
た
奴
に
も
、
あ
や
ま
れ 

 

よ
…
」 

 
 

 

公
男
も
ひ
っ
く
り
返
る
。 

 

○
後
日
、
教
室
と
廊
下 

  
 

 

授
業
を
す
る
公
男
。
額
に
は
包
帯
。 

 
 

 

遅
刻
し
て
来
て
、
廊
下
か
ら
先
生
を
呼
ぶ
ア 

 
 

 

キ
ラ
。
廊
下
に
は
ア
キ
ラ
の
継
母
が
。 

ア
キ
ラ
「
先
生
、
紹
介
す
る
ぜ
。
…
う
ち
の
…
か
あ 

 

ち
ゃ
ん
」 

 
 

 

公
男
、
び
っ
く
り
。
丁
寧
に
礼
を
す
る
継
母
。 

 
 

 

ア
キ
ラ
、
席
に
つ
く
。
前
の
い
じ
め
ら
れ
っ 

 
 

 

子
に
、
あ
や
ま
る
。 

ア
キ
ラ
「
俺
、
も
う
い
じ
め
な
い
。
す
ま
な
か
っ
た
。 

 

あ
と
で
、
殴
っ
た
分
殴
っ
て
く
れ
」 

虎 
 

「
よ
く
言
っ
た
ぞ
！ 

お
前
、
男
だ
！
」 

 
 

 

そ
の
声
に
振
り
返
る
と
、
一
番
後
ろ
の
席
に 

 
 

 

学
生
服
の
虎
が
！ 

ア
キ
ラ
「
げ
っ
！
」 

虎 
 

「
よ
う
！ 

俺
、
中
学
の
数
学
は
も
う
終
わ 

 

っ
た
か
ら
な
。
生
で
先
生
の
授
業
聞
く
に
は
、
こ 

 

こ
が
一
番
シ
ン
プ
ル
な
ん
だ
ぜ
！
」 

ア
キ
ラ
「
…
」 

虎 
 

「
校
長
に
一
発
頭
突
き
か
ま
し
た
ら
、
入
学 
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許
し
て
く
れ
た
ぜ
？ 

頭
は
、
答
え
を
シ
ン
プ
ル 

 

に
す
る
為
に
使
う
ん
だ
よ
。
な
、
先
生
？
」 

 
 

 

ア
キ
ラ
、
公
男
の
顔
を
見
る
。 

公
男 

「
（
額
の
傷
を
触
っ
て
）
…
ハ
イ
」 

 
 

 
三
人
、
笑
う
。 

 

○
タ
イ
ト
ル 

「
ヤ
ク
ザ
ヘ
ッ
ド
」 

  


